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日本大学生物資源科学部

一般講演

（1） タバ コ シ バ ン ム シ か ら分離され た微生物 （第

　　4 報）

　　
°

川上裕司
1）・橋本

一
浩

IL　2〕・中川　淳
1｝・3｝・岩

　　野秀俊3〕・内田明彦
2）・高橋治男 4｝

　　 D （株）エ フ シージー総合研究所 ，

2
痳 布大学医

　　動物学研究室，3旧 本大学応用昆虫学研究室，

　　
4）千葉県衛生研究所

　演者 らは ， タバ コ シ バ ン ム シ （Lasioderma　ser−

ricorne ＞が人 の 住環境に 極め て 普通 に 生 息 して い

る こ とを明 らか に して い る （家 屋害 虫，1996 ，

1997，1998 ； 日本家屋害虫学会大会， 2005）．ま

た ， 本種 の 体表面と消化管か らは人獣衛生上問題

と な る微生物が分離 される こ とを明 らか に して い

る （衛生動物 ， 2002 ；家屋害虫 ， 2004 ；日本衛生動

物学会大会， 20e3
，
2004，2005 ）．本大会で は ，

2006 年に追調査 した結果の うち，体表面か ら分

離 され た真菌 に つ い て 報告する．

調査場所お よ び調査法 ： 2006 年 6 月 〜 10 月に 東

京 ・神奈川 ・埼玉所在の
一

般住宅 9軒，小学校 1

軒，児童公園 5 カ所，病院に 隣接する 自動販売機

裏 1 ヵ 所の 合計 16 ヵ 所で フ ェ ロ モ ン ト ラ ッ プ

（ニ
ュ
ーセ リコ ：富士 フ レ

ーバ ー社製）を用い て 捕

獲調査を実施 した． ト ラ ッ プ は
一

般住宅で は 「台

所 ・ 和室 ・ 洋室 ・ ベ ラ ン ダ」に計 4 個 を配置 し

た． そ の 他の 場所で は 2〜3個を配 置した． いず

れ も 14 日間配置 して か ら回収 し，捕獲 された個

体 の 計数 とそ の 個体か らの 真菌類 の 分離 ・同定を

行 っ た．ま た ，
エ ア

ー
サ ン プ ラ

ー
（SAS 　Super

100
， pbi，

　Italy＞に よ る浮遊真菌捕集調査を毎月
’i

回 2 っ の 住宅で 行い
， 本種か ら分離され る真菌種

と室内浮遊真菌種との 比較を行 っ た．

調査結果 ； タバ コ シ バ ン ム シ は調査 したすべ て の

場所 で 捕獲 さ れ た，6〜7 月は降雨 と低温が影響

して か ， 例年に比 べ て 捕獲が少な い傾向が見 られ

たが ，8〜10 月の捕獲数 は例年並 み だ っ た．

　本種か ら分離 され た真菌は AsPergillus属 ＞

Penicillium属 ＞ CtadosPorium属 の 順で 多 か っ

た．ま た ， 室 内浮遊 真菌 は CtαdosPorium属 ＞

ASPergillUS属 〉飽 耽 π伽 卿 属 の 順で 多か っ た．

本種は ASPergillus　ochraceus を体表面に付着さ

せ て 運ぶ こ と を こ れ ま で に報告 して き た が，今回

の調査で もそ の傾向が 明 らか だ っ た．また ， 本種

の体表面の 付着真菌 と室内浮遊真菌 との 関連性 は

認め られなか っ た．

（2） UV ラ イ ト トラ ッ プ に よ る タバ コ シバ ン ム シ

　　成虫の 捕獲効率

　　辻 英明 （環境生物研究会）

　2006年 8月に ， 東西両壁 （窓面内側）に UV ト

ラ ッ プ 1 台ずっ を設置 した 540cm × 360　cm の

室内の 床面中心 に成虫 の 入 っ た 放飼 カ ッ プ を置

き，カ ッ プか ら脱出 した成虫が トラ ッ プ に捕獲さ

れ る数を調査 した．参考用 に ラ イ ト ト ラ ッ プ直下

の 壁面 に フ ェ ロ モ ン ト ラ ッ プ 1個ず っ を貼 り付

けた． 8 月 23 日 17 時 30 分， 2 個 の カ ッ プに成

虫を 計 245 匹入 れ て 設置 し，翌 24 日 17 時 に

154 匹を入れ た カ ッ プ 1個 を追加設置，それぞれ

の夕方か ら翌 日の朝 ま で ラ イ ト ト ラ ッ プを点灯し

た．設置成虫合計 399 匹の うち，8 月 25 日朝ま

で に カ ッ プ か ら室 内に 脱出 した個体 は 245 匹

（6L4 ％）で，残留個体 は弱 っ て い るよ うで ，
一

部

死体 で あ っ た．脱出成虫 245 匹の うち ラ イ ト ト

ラ ッ プ に 119 匹 （48．6％）が 捕獲 され， フ ェ ロ モ

ン ト ラ ッ プ に は計 4 匹 （1．6％）が捕獲 され た．前

報に よ る と，成虫は歩行移動の ほ か高温条件下で

は飛翔に よ っ て 移動す る個体が み られ るが，そ の

割合は半数以下 らしい の で ， 今回の ラ イ ト ト ラ ッ

プ に よる捕獲 （48．6％）は ， 雌を含む飛翔個体の 大

部分を捕獲 し防除 した可能性を示す．一
方，

フ ェ

ロ モ ン トラ ッ プ は成虫の モ ニ タ リ ン グ用に極め て

有用で あ るが ， UV ラ イ ト ト ラ ッ プ直近で 使用す

る と捕獲個体数が少な くな るよ うで あ る．

（3） たば こ 倉庫に お け る チ ャ マ ダ ラ メ イ ガ の モ ニ

　　タ リ ン グ方法

　　
゜

今井利宏 ・笠石義広 （JT 葉 たば こ 研究所）

　チ ャ マ ダ ラ メ イ ガ は貯蔵た ば こ の 害虫で あ る
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が ， 国内の たば こ倉庫 で は近年全 く発生が 認め ら

れて い な い． しか しなが ら ， 海外に お い て は依然

と して タバ コ シ バ ン ム シ と並ぶ 重要害虫で ある た

め
， 近年 の 国際物流 の 増加に よ り，国内倉庫に お

い て も モ ニ タ リ ン グ の 重要性が一
層高ま っ て い

る．

　 フ ェ ロ モ ン トラ ッ プ の 捕虫効率は， ト ラ ッ プ の

性能に加え，設置方法 も変動要因 と して 重要視 さ

れて い る。演者 らは，市販 トラ ッ プ （富士 フ レ
ー

バ ー
製， 商品名ガ チ ョ ン ）を用い た倉庫モ ニ タ リ

ン グの 標準化を 目的 と して ，設置高さお よび設置

方法の 違 い （吊下げ ・壁掛 け）， 光源の有無，設置

密度の 違い に よ る捕虫効果 の 差 に つ い て ， 未交尾

オ ス 成虫を用 い た放飼試験に よ り検証 した，農機

具庫 （9 × 15× 4．2−5．8m ）にお け る選好試験で は，

無照明条件で は床面＋ 1〜2m と天井付近 に捕虫

ピー
クが存在 したが，上方に光源が存在する と床

面 ＋ 1〜2m の ピー
ク が消失 した． また， 照明の

有無に か か わ らず，壁面設置 ト ラ ッ プ に 捕 虫が

偏 っ た．吊下げよ りも壁面設置が捕虫効率 に優れ

る こ とは ， たば こ倉庫 （42．3x36 ．5× 4m ）におけ

る試験で も確認 さ れ た ．ま た
， 設置数に関 して は，

倉庫あ た り 1個 （O．07個／100m2 ） の とき 0．33，
15 個 （0．97個／100m2 ） の と き 0．92 の 捕獲率が

得 られ ， 100m2 あた りの 設置密度 x と捕獲i率 y

の間 に は，y ＝ 1／（1十 1．985e −2・3esx
），　R2 ＝ 0．870 の

関係が認 め られた． また，設置数 8 個以上 （O．5

個／100m2 ） の場合，捕虫数は放逐地点近傍 に集

中す る傾向が認め られ ， 捕虫数の マ ッ ピ ン グ に よ

る発生地点 の 絞込み が可能 に な る こ とが示唆され

た．以 上 の結果か ら，1，500 　mZ 程度 の 標準的なた

ばこ倉庫にお ける モ ニ タ リ ン グ で は，夜間光源を

排除 し，壁 ・柱 ・ 貯蔵物等の 表面の 1〜2m の高

さ に トラ ッ プ を設置する こ とが，捕虫効率 を上げ

るうえ で 有効で あり，発生の 検出に は 1個 （0．07

個／100m2 ） の 設置が ， 発生源 の 絞 り込み に は 8

個 （0，5個／100m2 ）の 設置が，そ れ ぞれ必要で あ

る こ とが明 らか に な っ た．

（4） コ ク ヌ ス トモ ドキ の 高所侵入と飛翔条件と の

　　関係

　　辻 英明 （環境生物研究会）

　 コ ク ヌ ス ト モ ド キ 成虫は硬質プ ラ ス チ ッ ク 面

（市販飼育容器 や 放飼用の 透明カ ッ プ の 壁）も軟

質プ ラ ス チ ッ ク面 （市販 35mm フ ィ ル ム ・ バ ト

ロ ー
ネ の 容器の壁） も登攀で きず，カ ッ プ内か ら

の脱出 も直立 した 開ロ フ ィ ル ム 容器内の 餌に 外側

か ら侵入す る こ と もで きなか っ た． 深 さ 5cm の

放飼 カ ッ プ の 底か ら直接， ある い は ア リーナ 床面

か ら飛翔上昇す る こ と もで きず ， したが っ て 14

cm 上の フ ィ ル ム 容器 開口部か ら中の 餌に 侵入 す

る こ とが で きなか っ た．

　
一

方，放飼カ ッ プ の 中心に 高さ 13．5cm の紙製

タ ワ
ー

を与えた場合，登攀 した コ ク ヌ ス トモ ドキ

成虫 の 多 くは タ ワ
ー
頂点か ら水平気味に 飛 び 出

し，
カ ッ プ外の ア リーナ床面に落下 した、 しか し

依然 14cn1 上 の 餌容器開口部 ま で の 飛翔は で き

なか っ た．

　開放状態 （室内）で 高 さ 1m 弱の柱上で 同様の

放虫を行うと，カ ッ プを飛び出 した コ ク ヌ ス トモ

ド キ成虫 は 30〜50cm 下降 した後， 水平 あ る い

は上昇ぎみ に飛び去る もの が多か っ た． コ ク ヌ ス

トモ ドキ成虫 の飛翔条件の一
つ を示す もの と言え

よ う．

（5） 米穀生産地倉庫におけ る貯穀害虫の周年動向

　　 に 関す る調査 （第 2 報）： コ クゾ ウ ム シ と ノ

　　 シ メ マ ダラ メ イ ガ の 発生消長

　　
゜

松阪　守
1｝・石向　稔

1｝ ・中北　宏
21 ・宮 ノ

　　下明大3｝・ 今村太郎
B〕

　　
1｝国際衛生 （株），

2〕っ くば 防虫協議会，
3
喰 品

　　総合研究所

　現在，米穀市場で は夏場 に 多発す る貯穀害虫の

混入が 関連業界の ビ ジ ネ ス に も影響を与える厄介

な問題 とな っ て い る． こ の 問題 の 解決に は，米の

流通経路を上流 へ とた ど り混入発生源を明確 にす

る こ とが重要 で ある、そ こ で ， 最上流地で あ る米

穀生産地 の 倉庫に つ い て ， ト ラ ッ プ に よ る害虫調

査を 2005 年 9 月か ら 2006 年の 8 月 まで の 1 年

間実施 した．

調査方法 ： 茨城県西南部の米穀生産地帯 に立地す

る 10 ヵ所 の倉庫 （低温 5，常温 5） を調査場所 に

設定 した．倉庫は， コ ン ク リ
ートある い は石造 り

で 構成 され，いずれ も密閉度は高 く， 本庫 （貯蔵）
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